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も
の
で
あ
る
。

平
成
二
四
年
六
月
、
副
読
本
構
想
委
員
会
が
、
原
田
智
仁
兵
庫
教
育
大

学
大
学
院
教
授
を
委
員
長
と
し
て
学
識
経
験
者
、
県
立
高
等
学
校
の
校
長

及
び
教
員
、
一
二
名
の
委
員
で
設
置
さ
れ
た
。

同
時
に
設
置
さ
れ
た
副
読
本
作
成
委
員
会
は
、
委
員
長
・
副
委
員
長
と

二
七
名
の
委
員
が
総
て
兵
庫
県
教
育
研
究
会
社
会
部
会
の
会
員
で
あ
り
、

そ
の
所
属
は
、
全
日
・
定
時
・
通
信
制
、
普
通
科
・
専
門
学
科
・
総
合
学

科
の
校
種
か
ら
網
羅
し
、
年
齢
層
は
二
〇
代
〜
五
〇
代
（
う
ち
女
性
教
員

五
名
）
で
構
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
全
て
の
県
立
高
等
学
校
生
徒
が
使
用

す
る
副
読
本
を
作
成
す
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
人
選
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

委
員
会
は
方
向
性
を
示
す
が
あ
く
ま
で
裏
方
に
徹
し
、
執
筆
内
容
の
具
体

に
つ
い
て
は
、
作
成
委
員
会
に
委
ね
た
。

は
じ
め
に

兵
庫
県
教
育
委
員
会
（
以
下
、「
委
員
会
」
と
い
う
）
は
、
平
成
二
六

年
三
月
、
世
界
史
の
授
業
の
中
で
日
本
や
兵
庫
県
の
歴
史
を
関
連
づ
け
て

学
べ
る
よ
う
副
読
本
『
世
界
と
日
本
』
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
、「
第
二

期
ひ
ょ
う
ご
教
育
創
造
プ
ラ
ン
（
兵
庫
教
育
基
本
計
画
）」
が
培
う
べ
き

力
の
一
つ
と
し
て
、「
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、
我
が
国
や
ふ
る
さ
と
兵

庫
を
愛
す
る
態
度
を
養
う
と
と
も
に
、
異
な
る
文
化
や
価
値
観
を
理
解
し
、

国
際
社
会
の
平
和
や
発
展
に
貢
献
す
る
力
」
を
掲
げ
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
行
す
る
社
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
、
国
際
社
会
で
活

躍
で
き
る
よ
う
、
語
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
こ
と
は

も
と
よ
り
、
主
体
性
や
創
造
性
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

異
文
化
に
対
す
る
理
解
と
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
ど
を

培
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
の
方
針
を
具
現
化
す
る
た
め
作
成
さ
れ
た

◉
教
室
レ
ポ
ー
ト
◉

兵
庫
県
版
高
等
学
校
地
理
歴
史
科
用
副
読
本

『
世
界
と
日
本
』
と
そ
の
活
用

明山修

兵庫県版高等学校地理歴史科用副読
本『世界と日本』（兵庫県教育委員会）
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次
に
構
成
は
、
中
学
校
教
科
書
の
記
述
、
一
六
世
紀
に
お
け
る
「
銀
の

流
通
と
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
」
で
ふ
り
返
り
を
行
い
、「
1
中
国
に
流
入
す

小
中
学
校
・
高
等
学
校
の
教
育
課
程
の
系
統
の
中
で
、
小
中
学
校
は
日

本
の
歴
史
、
地
理
に
特
化
し
て
き
た
。
高
等
学
校
で
の
世
界
史
の
必
修
化

は
国
際
化
の
進
む
中
で
、
世
界
認
識
を
広
げ
る
意
図
が
あ
っ
た
が
、
高
等

学
校
だ
け
を
み
る
と
、
な
ぜ
「
日
本
人
」
な
の
に
日
本
史
を
と
ば
し
て
世

界
史
が
必
履
修
な
の
か
、
議
会
等
で
も
議
論
さ
れ
た
。
東
京
都
教
育
委
員

会
の
日
本
史
の
必
修
化
や
学
校
設
定
科
目
「
江
戸
か
ら
東
京
へ
」
も
そ
の

対
応
で
あ
ろ
う
。
兵
庫
県
で
も
県
議
会
等
で
同
様
の
議
論
が
な
さ
れ
、
そ

れ
へ
の
対
応
と
し
て
委
員
会
は
、
日
本
史
を
学
ん
で
い
な
い
生
徒
に
も
、

世
界
史
の
授
業
の
中
で
日
本
史
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
兵
庫
県
独
自
の

副
読
本
を
作
成
し
た
。

『
世
界
と
日
本
』
の
構
成

本
書
は
、
第
一
章
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
地
域
と
日
本
」、
第
二
章
「
世
界

の
一
体
化
と
日
本
」、
第
三
章
「
世
界
と
日
本
の
近
代
化
」、
第
四
章
「
冷

戦
の
時
代
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
へ
」
の
全
四
章
、
三
五
項
目
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
一
章
〜
三
章
を
「
交
流
」
の
概
念
に
よ

り
大
別
し
、
第
一
章
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
地
域
を
結
ぶ
「
陸
の
道
」
と
日
本

海
・
東
シ
ナ
海
を
通
し
て
の
具
体
物
（
人
・
も
の
）
の
交
流
。
第
二
章
は

大
航
海
時
代
以
降
の
世
界
の
「
海
の
道
」（
船
）
を
通
し
て
の
具
体
物

（
人
・
も
の
）
の
交
流
。
第
三
章
は
世
界
が
シ
ス
テ
ム
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
さ
れ
る
中
で
の
交
流
で
あ
る
。
一
方
、
第
四
章
は
第
二
次
世
界
大
戦

後
の
歴
史
の
中
で
、
エ
ポ
ッ
ク
と
な
る
兵
庫
県
内
で
の
出
来
事
や
産
業
、

施
策
等
を
項
目
と
し
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
各
時
代
の
政
治
、
経
済
、
社
会
、

文
化
を
概
観
し
て
い
る
。
ま
た
、
兵
庫
県
西
脇
市
「
へ
そ
公
園
」
を
中
心

に
正
距
方
位
図
法
で
領
土
・
排
他
的
経
済
水
域
等
を
図
解
し
、
そ
の
歴
史

的
変
遷
を
年
表
で
示
し
て
い
る
。

次
に
、
第
一
章
～
三
章
の
二
八
項
目
に
共
通
す
る
特
色
は
、
ま
ず
「
中

学
校
教
科
書
で
は
」
と
題
し
項
目
ご
と
に
生
徒
た
ち
が
中
学
校
で
学
ん
だ

こ
と
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
、
年
表
・
地
図
・
資
料
を
通
し
て
世
界
史
と
日

本
史
の
関
連
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
項
目
で

は
世
界
史
と
関
連
が
深
い
郷
土
（
ふ
る
さ
と
）
の
遺
跡
や
兵
庫
県
に
ゆ
か

り
の
あ
る
人
物
、
産
業
等
を
記
載
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
項
目
の
最
後
に

は
「
考
え
て
み
よ
う
」
を
示
し
、
自
分
自
身
で
調
べ
、
深
く
考
え
て
い
く

学
習
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

項
目
12
「
銀
が
結
ぶ
世
界
と
日
本
」
を
例
に

各
項
目
は
、
基
本
的
に
世
界
史
の
学
習
の
途
中
に
「
投
げ
入
れ
教
材
」

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
本
項
「
銀
が
結
ぶ
世
界
と
日

本
」
は
、
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
世
界
史
B
に
お
け
る
「
諸
地
域
世
界

の
結
合
と
変
容
」、
内
容
は
「
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
繁
栄
と
日
本
」、
具
体
的

な
内
容
は
、「
明
・
清
帝
国
と
日
本
、
朝
鮮
」
や
「
16
世
紀
～
18
世
紀
の

ア
ジ
ア
諸
地
域
の
特
質
」
等
で
の
使
用
を
想
定
し
て
い
る
。
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る
銀
」「
2
銀
の
動
き
」「
3
日
本
と
の
つ
な
が
り
」「
4
兵
庫
と
の
つ
な

が
り
～
銀
の
馬
車
道
～
」「
考
え
て
み
よ
う
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
兵
庫
と
の
つ
な
が
り
」
で
は
、
但
馬
国
の
生
野
銀
山
に
焦
点
を
あ
て

な
が
ら
、
銀
が
近
世
日
本
の
為
政
者
た
ち
の
財
政
を
支
え
、
明
治
に
は
い

り
官
営
鉱
山
、
後
払
下
げ
に
よ
り
民
営
鉱
山
と
し
て
一
九
七
三
（
昭
和
四

八
）
年
ま
で
営
業
さ
れ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
図
・
断

面
図
・
写
真
を
駆
使
し
て
、
中
国
山
地
の
奥
深
い
生
野
か
ら
瀬
戸
内
の
飾

磨
港
ま
で
の
物
資
や
生
産
物
の
搬
出
入
の
た
め
造
営
さ
れ
た
日
本
で
最
初

の
産
業
道
路
で
あ
る
マ
カ
ダ
ム
式
馬
車
道
が
地
理
学
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
今
日
の
地
域
行
政
に
も
生
徒
た
ち
の
関
心
を
向
け
る
た

め
、
兵
庫
県
西
播
磨
県
民
局
が
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
銀
の
馬
車

道
」
を
地
域
の
歴
史
遺
産
と
し
て
活
用
し
た
振
興
施
策
を
展
開
し
て
い
る

こ
と
に
も
視
点
を
お
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
世
界
史
と
日
本
史
、
さ
ら

に
但
馬
国
生
野
（
兵
庫
県
）
の
歴
史
を
同
時
代
史
と
し
て
概
観
で
き
る
と

と
も
に
、
現
在
の
兵
庫
県
の
動
き
に
も
関
係
づ
け
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
授
業
実
践
研
究
会
」
等
の
取
組

委
員
会
は
、
平
成
二
六
年
度
か
ら
副
読
本
『
世
界
と
日
本
』
を
積
極
的

に
活
用
す
る
た
め
、
本
書
を
使
用
し
た
効
果
的
な
授
業
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
、
公
開
授
業
と
研
究
協
議
を
セ
ッ
ト
と
し
た
授
業
実
践
研
究
会
を
、

各
県
立
高
等
学
校
地
理
歴
史
科
・
公
民
科
の
教
員
の
一
人
以
上
の
参
加
を

項目 12「銀が結ぶ世界と日本」（『世界と日本』兵庫県教育委員会）

次
に
構
成
は
、
中
学
校
教
科
書
の
記
述
、
一
六
世
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に
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る
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銀
の
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と
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1
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す
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も
っ
て
県
下
6
地
区
で
実
施
し
た
。
こ
の
研
究
会
で
は
、
副
読
本
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
の
遺
跡
や
ゆ
か
り
の
人
物
、
社
寺
等
に
地
域
的
な

ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
各
高
等
学
校
で
の
教
材
と
し
て
使
い
に
く
い
項
目
が

あ
る
、
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
り
、
地
勢

的
に
江
戸
時
代
ま
で
の
国
で
い
え
ば
兵
庫
県
は
摂
津
国
・
播
磨
国
・
淡
路

国
・
但
馬
国
・
丹
波
国
の
五
国
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
現
在
で
も
言
葉

使
い
や
風
習
、
生
活
文
化
に
大
き
な
差
異
が
み
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
瀬
戸
内
と
日
本
海
側
で
は
気
候
・
風
土
が
大
き
く
異
な
り
、
生
活

圏
も
大
河
川
の
流
域
ご
と
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
今
後
、
各
高
等
学
校
が
立
地
す
る
地
域
の
歴
史
教
材
を
日
本

史
、
世
界
史
の
中
に
同
時
代
史
と
し
て
ど
う
位
置
づ
け
て
い
く
か
も
大
切

で
あ
る
。

一
方
、
副
読
本
の
作
成
に
当
た
っ
た
社
会
部
会
で
も
平
成
二
六
年
度
秋

季
研
究
大
会
に
お
い
て
公
開
授
業
・
実
践
発
表
を
実
施
し
た
。
実
践
発
表

は
、
県
立
兵
庫
工
業
高
等
学
校
大
久
孔
明
教
諭
が
「
工
業
高
校
で
の
歴
史

教
育
︱
副
読
本
『
世
界
と
日
本
』
を
用
い
て
︱
」
と
題
し
て
行
っ
た
。
学

校
が
川
崎
造
船
所
の
近
く
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
や
、
工
業
高
校
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
歴
史
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
や
工
業
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
日
本
史
A
の
単
元
「
産
業
革
命
」
の
授
業
に
投
げ
入
れ
教
材
と
し

て
副
読
本
第
三
章
項
目
21
「
第
2
次
産
業
革
命
と
帝
国
主
義
」
を
使
用
し

た
。
具
体
の
授
業
内
容
や
評
価
検
証
な
ど
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
七
年
度

全
国
歴
史
教
育
研
究
協
議
会
研
究
大
会
に
お
い
て
大
久
教
諭
が
発
表
す
る

予
定
で
あ
る
。
平
成
二
七
年
度
、委
員
会
は
教
師
用
指
導
資
料
（
D
V
D
）

を
各
県
立
学
校
に
配
布
し
、
副
読
本
の
積
極
的
活
用
と
効
果
的
な
授
業
展

開
を
目
指
し
て
い
る
。
な
お
、
副
読
本
の
価
格
は
一
冊
一
二
〇
円
（
税

込
）、
学
校
単
位
で
生
徒
に
販
売
し
て
い
る
。

（
あ
け
や
ま
・
お
さ
む
／
兵
庫
県
立
篠
山
鳳
鳴
高
等
学
校
校
長
・�

�

兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
社
会
部
会
会
長
）


